
令和７年度
「若い世代の生活意識調査」

令和7年11月
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調査概要
検討の全体像

名称 令和７年度 若い世代の生活意識調査

目的
これまでの議論で整理してきた
ライフデザインの意義及び実態や、若者へのライフデザイン支援のニーズについて、「社会の変化とライフデザイン

の必要性」「ライフデザインの経験等」「ライフデザイン支援のニーズ」に分類し、定量的に裏付けをすることを目的
とする。

調査方法 • インターネット調査

対象者
• 調査会社のインターネットモニター

-「社会の変化とライフデザインの必要性」「ライフデザインの経験等」15～69歳の男女
-「ライフデザイン支援のニーズ」は15～39歳の男女

分析軸
及び

抽出方針

【主な分析軸】
・年齢別（世代別）
・都市/地方別
※政令指定都市及び東京23区を都市と整理
【抽出方針】
・性/年齢で均等割付（WB集計）※都市部/地方部でのクロス集計は実施
• 全体で合計18,760sを割り付け
※15～39歳は年齢5歳階級、性年齢別、都市/地方別で各セル625s回収想定で割り付け
※40～69歳は年齢5歳階級、性年齢別、都市/地方別で各セル313s回収想定で割り付け

実施時期 • 2025年11月

• 主に「社会の変化とライフデザインの必要性」「ライフデザインの経験等」「ライフデザイン支援のニーズ」を明らか
にすることを目的に若い世代及び他世代を対象としたアンケート調査を実施。
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• 都市部を中心に若年層が目標回収数未達ではあるものの概ね回収。

調査概要 回収数
検討の全体像

【都市部】男性・15～19歳 174

【都市部】男性・20～24歳 510

【都市部】男性・25～29歳 625

【都市部】男性・30～34歳 625

【都市部】男性・35～39歳 625

【都市部】男性・40～44歳 313

【都市部】男性・45～49歳 313

【都市部】男性・50～54歳 313

【都市部】男性・55～59歳 313

【都市部】男性・60～64歳 313

【都市部】男性・65～69歳 313

【都市部】女性・15～19歳 358

【都市部】女性・20～24歳 625

【都市部】女性・25～29歳 625

【都市部】女性・30～34歳 625

【都市部】女性・35～39歳 625

【都市部】女性・40～44歳 313

【都市部】女性・45～49歳 313

【都市部】女性・50～54歳 313

【都市部】女性・55～59歳 313

【都市部】女性・60～64歳 313

【都市部】女性・65～69歳 313

【地方部】男性・15～19歳 350

【地方部】男性・20～24歳 625

【地方部】男性・25～29歳 625

【地方部】男性・30～34歳 625

【地方部】男性・35～39歳 625

【地方部】男性・40～44歳 313

【地方部】男性・45～49歳 313

【地方部】男性・50～54歳 313

【地方部】男性・55～59歳 313

【地方部】男性・60～64歳 313

【地方部】男性・65～69歳 313

【地方部】女性・15～19歳 625

【地方部】女性・20～24歳 625

【地方部】女性・25～29歳 625

【地方部】女性・30～34歳 625

【地方部】女性・35～39歳 625

【地方部】女性・40～44歳 313

【地方部】女性・45～49歳 313

【地方部】女性・50～54歳 313

【地方部】女性・55～59歳 313

【地方部】女性・60～64歳 313

【地方部】女性・65～69歳 313
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• 回収したサンプルを対象者年齢層の人口構成に近づけるため、都市/地方部×性別×年代の44セグメントで
修正値を算出して、ウエイトバック集計を実施。

調査概要
検討の全体像

15～19
歳

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

【都市部】男性 0.984 1.236 1.329 1.370 1.486 1.618 1.850 1.654 1.427 1.195 1.215

【都市部】女性 0.955 1.254 1.351 1.371 1.477 1.613 1.858 1.645 1.416 1.213 1.284

【地方部】男性 2.571 2.490 2.466 2.700 3.078 3.555 4.153 3.627 3.345 3.240 3.613

【地方部】女性 2.424 2.343 2.300 2.564 2.986 3.450 4.052 3.618 3.401 3.361 3.858

15～19
歳

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55～59
歳

60～64
歳

65～69
歳

【都市部】男性 186 234 251 259 281 306 350 313 270 226 230

【都市部】女性 181 237 255 259 279 305 351 311 268 229 243

【地方部】男性 486 471 466 510 582 672 785 686 632 613 683

【地方部】女性 458 443 435 485 564 652 766 684 643 635 729

■各セグメントのウエイトバック値

■ウエイトバック集計後の各セグメントサンプルサイズ ※実施は小数点以下も発生するが整数で表記
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調査概要：設問構成
テーマ No. 調査項目

調査対象 主な
分析
方針15～39歳 40～69歳

基礎情報
過去の経験

等

SQ1 あなたの性別をお答えください。 ● ● (基礎)
SQ2 あなたの年齢をお答えください。 ● ● (基礎)
SQ3 あなたの現在のお住まいを教えてください。 ● ● (基礎)
Q1 あなたの現在の婚姻状況や恋人の有無についてお答えください。 ● ● (基礎)
Q2 現在、あなたにはお子さんはいますか。 ● ● (基礎)
Q3 あなたの現在の就業状況についてお答えください。 ● ● (基礎)
Q4 あなたの令和6年の個人年収（総支給額）として当てはまるものをお選びください。 ● ● (基礎)
Q5 あなたの令和6年の世帯年収（総支給額）として当てはまるものをお選びください。 ● ● (基礎)
Q6 あなたは学校卒業後に就職してから、転職したことがありますか。 ● ● (基礎)

Q7 あなたは学校卒業後に就職してから、大学、大学院、短大、専門学校などの学校において学び直しをしたことがあります
か。あてはまるものを一つ選択してください。 ● ● (基礎)

Q8 現在のあなたのお住まいの状況として当てはまるものをお選びください。 ● ● (基礎)
Q9 あなたの中学校卒業時点のお住まい（住民票所在地）をお答えください。 ● ● (基礎)

Q10 あなたが最後に卒業した学校、または現在在学中の学校はどれですか。最後に通った学校を中退された場合は、その前
に卒業した学校をお答えください。 ● ● (基礎)

Q11 あなたがおよそ15歳以下のこどもの頃のことについてお聞きします。次の1-6のそれぞれについて、当てはまるものをお選びく
ださい。 ● ● (基礎)

Q12
【15-20歳】あなたがおよそ15歳の頃の暮らし（経済的状況）は、この中のどれに当たるでしょうか。一般的な暮らしと比
べてお答えください。
【21歳以上向け】あなたがおよそ15歳の頃の暮らし（経済的状況）は、この中のどれに当たるでしょうか。当時の一般
的な暮らしと比べてお答えください。

● ● (基礎)

Q13
【15-20歳向け】親の姿はあなたが自身の将来なりたい姿を考えるうえでの参考になっていると思っていますか。
【21歳以上向け】あなたが20歳の頃、親の姿はあなたが自身の将来なりたい姿を考えるうえでの参考になっていたと思っ
ていましたか。

● ● 年代別

Q14 【15-20歳向け】あなたの身近に将来について相談することができる人はいますか。
【21歳以上向け】あなたが20歳の頃、将来について相談することができる人が身近にいましたか。 ● ● 年代別
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調査概要：設問構成
テーマ No. 調査項目

調査対象 主な
分析
方針15～39歳 40～69歳

社会の変化
とライフデザイ
ンの必要性

Q15 以下の機会の必要性や価値観について、ご自身の考えとして該当するものをお選びください。 ● ● 年代別

Q16 以下の機会の必要性や価値観について、現在の若者とご自身の世代を比べた際の特徴として該当するものをお選びくだ
さい。 ● ● 年代別

Q17 学び方・働き方・暮らし方等に関する実態や情報を知り、「ライフデザインを考える機会がある社会」に対する必要性が高
いと思いますか。 ● ● 全体

年代別

Q18 あなた自身は、学び方・働き方・暮らし方等に関する実態や情報を知り、ライフデザインを考える機会が欲しいですか。 ● ● 全体
年代別

Q19 【15-20歳】あなたの結婚に対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。
【21歳以上】あなたが20歳の頃の結婚に対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。 ● ● 年代別

Q20 【15-20歳】あなたのこどもに対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。
【21歳以上】あなたが20歳の頃のこどもに対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。 ● ● 年代別

Q21 こどもを持ちたいと考えている、または持とうと考えた理由として、該当するものをすべてと最も当てはまるものをお選びくださ
い。 ● ● 全体

年代別

Q22 以下の環境変化のうち、どの変化が生じればこどもを持ちたいと思えるようになるか、該当するものをすべてと最も当てはま
るものをお選びください。 ● ● 全体

年代別

Q23 【15-20歳】あなたのこどもを持った後の希望する働き方は次のうちどれに当てはまりますか。
【21歳以上】あなたが20歳の頃、こどもを持った後の希望する働き方は次のうちどれに当てはまりましたか。 ● ● 年代別

Q24 【15-20歳】あなたはこどもを持つことで幸せになれると感じますか。
【21歳以上】あなたが20歳の頃、あなたはこどもを持つことで幸せになれると感じていましたか。 ● ● 年代別

Q25 【15-20歳】あなたが最も重要と考えるライフイベント等をお選びください。
【21歳以上】あなたが20歳の頃、最も重要と考えていたライフイベント等をお選びください。 ● ● 年代別

Q26 結婚/妊娠/子育ての環境に関して、ご自身の世代や過去から現在を踏まえてのお考えとして該当するものをお選びくださ
い。 ● ● 年代別
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調査概要：設問構成

テーマ No. 調査項目
調査対象 主な

分析
方針15～39歳 40～69歳

ライフデザイン
の経験等

Q27 あなたは、将来のライフイベント（進学、就職、結婚・育児、住宅の確保、資産の形成、老後など）について、自分の価
値観に基づいた選択ができるように、自分の考え方や将来の見通しを整理したことがありますか。 ● ● 全体

Q28 ライフデザインを行ったことがない理由として該当するものをすべてお選びください。 ● ● 全体

Q29 あなたがライフデザインを行ったきっかけとして当てはまるものをお答えください。 ● ● 全体

Q30 あなたは、初めてライフデザインを行って以降、目標の実現に向けた具体的な計画を立てたうえで見直し等を行っています
か。 ● ● 全体

Q31 あなたの人生は、総じて初めて行ったライフデザインで計画した通りになっていますか。 ● ● 全体

Q32 次のどの点についてライフデザインを通じて計画した通りとなっていますか。 ● ● 全体

Q33 あなたは、計画通りにならなかった理由として当てはまるものをお選びください。 ● ● 全体

Q34 現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10 点として、いずれか１つだけ選んでください。 ● ● 全体

Q35 あなたはライフデザインを行ったことで、より納得感のある人生や幸せな人生を歩んでこられていると感じますか。 ● ● 全体

ライフデザイン
支援のニーズ

Q36 あなたは周囲からライフデザインを行うための支援（ライフデザイン支援）をうけたいと思いますか。 ● - 全体

Q37 あなたが周囲からライフデザイン支援をしてもらいたいと思う理由はなんですか。 ● - 全体

Q38 あなたが周囲からライフデザイン支援をしてもらいたくない、または、どちらともいえないと思う理由はなんですか。 ● - 全体

Q39 それぞれの時期で、ライフデザイン支援を通じてどのような情報が提供されることが望ましいですか。 ● - 全体

Q40 それぞれの時期で、ライフデザイン支援として誰に相談に乗ってもらえることが望ましいですか。 ● - 全体

Q41 大学・専門学校等の頃は、以下のようなライフデザイン支援の環境がある方が/あった方が良いと考えるかどうかお聞かせく
ださい。 ● - 全体

Q42 社会人になってから、以下のようなライフデザイン支援の環境があった方が良いと考えるかどうかお聞かせください。 ● - 全体
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• 既婚と回答した人が最も多く48.3%、未婚（恋人や婚約者はいない）が次いで35.8%であった。

基礎情報等
調査結果

Q１.あなたの現在の婚姻状況や恋人の有無についてお答えください。

35.8

7.8
48.3

1.0

5.4

1.6

未婚（恋人や婚約者はいない）

未婚（恋人や婚約者がいる）

既婚（婚姻の届け出をした配偶者がいる）

事実婚（婚姻の届け出はしていないが事実上
婚姻と同様の状態にある）
配偶者と離別（事実婚解消含む）

配偶者と死別

n=18,760 回答対象：全員
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• こどもがいないと回答した人の割合は55.8%であった。

基礎情報等
調査結果

Q２.現在、あなたにはお子さんはいますか。

44.2
55.8

いる

いない

n=18,760 回答対象：全員
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• 就業状況は会社勤務（一般社員）の人の割合が30%と最も多かった。

基礎情報等
調査結果

Q３.あなたの現在の就業状況についてお答えください。

30.0
5.4

1.6
6.0

5.0
3.0
2.2

0.3
2.9

13.9
9.0

0.4
3.4
4.4

1.2
10.0

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社勤務（一般社員）
会社勤務（管理職）

会社経営（経営者・役員）
公務員・教職員･非営利団体職員

派遣社員・契約社員
自営業（商工サービス）

フリーランス
農林漁業

専門職（弁護士・税理士等・医療関連）
パート・アルバイト
専業主婦・主夫

中学生
高校生

学生（大学生、大学院生）
学生（その他）

無職
その他

n=18,760 回答対象：全員



11

• 個人年収が500万円未満と回答した割合は半数を超えた。

基礎情報等
調査結果

Q４.あなたの令和6年の個人年収（総支給額）として当てはまるものをお選びください。

19.5

18.3

17.3

11.3

7.3

3.0

0.6

0.2

0.3

6.3

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500～700万円未満

700～1,000万円未満

1,000～1,500万円未満

1,500～2,000万円未満

2,000～3,000万円未満

3,000万円以上

分からない

答えたくない

n=18,760 回答対象：全員
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• 世帯年収が300～1,000万円未満と回答した人の割合が多かった。

基礎情報等
調査結果

Q５.あなたの令和6年の世帯年収（総支給額）として当てはまるものをお選びください。

5.2

9.6

15.0

13.8

14.0

8.2

2.5

0.9

0.7

13.7

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500～700万円未満

700～1,000万円未満

1,000～1,500万円未満

1,500～2,000万円未満

2,000～3,000万円未満

3,000万円以上

分からない

答えたくない

n=18,760 回答対象：全員
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• 転職したことがない人は45.3%を占めており、転職経験がある人の割合は、転職の回数が１回より、２回以
上が多かった。

基礎情報等
調査結果

Q６.あなたは学校卒業後に就職してから、転職したことがありますか。

45.3

17.0

37.7
転職したことはない

1回ある

2回以上ある

n=18,760 回答対象：全員
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• 学び直しをしたことはなく、今後も学び直しをしたいと思わない人の割合が54.7%であり、今後は学び直しをし
てみたいと考える人の割合が23.7%となっていた。

基礎情報等
調査結果

Q７.あなたは学校卒業後に就職してから、大学、大学院、短大、専門学校などの学校において学
び直しをしたことがありますか。あてはまるものを一つ選択してください。

11.3

23.7

54.7

10.3 学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている

学び直しをしたことはないが、今後は学び直しをしてみたい

学び直しをしたことはなく、今後も学び直しをしたいとは思わない

まだ在学中であり、社会人となった経験がない

n=18,760 回答対象：全員
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• 「都市部」又は「都市部と郊外の中間」に住んでいると回答した人の割合は半数を超えた。

基礎情報等
調査結果

Q８.現在のあなたのお住まいの状況として当てはまるものをお選びください。

24.8

30.6

33.8

6.5

4.4

都市部

都市部と郊外の中間

郊外

郊外と農村・漁村部の中間

農村・漁村部

n=18,760 回答対象：全員
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• 中学校時点の住まいは東京都が10%と最も多く、埼玉県、千葉県、神奈川県と併せて27%程度となってい
た。

基礎情報等
調査結果

Q９.あなたの中学校卒業時点のお住まい（住民票所在地）をお答えください。

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
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茨
城
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東
京
都

神
奈
川
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新
潟
県

富
山
県

石
川
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福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

4.9 1.1 1.1 2.2 1.0 1.1 1.5 2.0 1.5 1.5 5.7 4.4 10.0 6.9 2.0 0.9 1.0 0.7 0.6 1.6 1.9 2.9 6.1 1.5

滋
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京
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県

和
歌
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鳥
取
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島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
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県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
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県

大
分
県

宮
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県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

海
外

1.2 2.3 7.4 4.9 1.2 0.8 0.6 0.6 1.4 2.4 1.2 0.5 0.8 1.5 0.6 3.2 0.6 1.1 0.7 0.7 0.6 0.9 0.7 0.4

0.0

5.0

10.0

15.0

0.0

5.0

10.0

15.0

n=18,760 回答対象：全員
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• 最終学歴等は大学が最も多く37.4%、次いで高等学校が23.3%であった。

基礎情報等
調査結果

Q10.あなたが最後に卒業した学校、または現在在学中の学校はどれですか。最後に通った学校を中
退された場合は、その前に卒業した学校をお答えください。

2.6
23.3

1.3
12.2

8.0
37.4

4.1
1.1
0.5
0.1
0.4

3.3
0.5
0.4
0.1

4.0
0.3
0.1
0.1
0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中学校
高等学校（全日制、定時制、通信制全てを含む）

高等専門学校（5年制）・高等専修学校
専門学校
短期大学

大学
大学院（修士課程）
大学院（博士課程）

海外の教育機関（高校・大学・大学院等）
その他 具体的に：

中学校
高等学校（全日制、定時制、通信制全てを含む）

高等専門学校（5年制）・高等専修学校
専門学校
短期大学

大学
大学院（修士課程）
大学院（博士課程）

海外の教育機関（高校・大学・大学院等）
その他

n=18,760 回答対象：全員
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• こどもの頃の各体験について、30-50％程度がとても当てはまる/やや当てはまると回答した。

基礎情報等
調査結果

Q11.あなたがおよそ15歳以下のこどもの頃のことについてお聞きします。次の1-6のそれぞれについて、
当てはまるものをお選びください。

とても当てはまる

6.7

12.3

20.6

13.8

14.0

10.6

やや当てはまる

24.7

28.8

33.2

31.3

31.9

27.1

どちらともいえない

32.3

28.5

26.2

26.8

27.3

29.6

あまり当てはまらない

20.7

18.5

11.5

16.2

14.9

19.2

全く当てはまらない

15.6

11.9

8.4

11.8

11.9

13.5

1.近所の人が人助けをするのを見て育った

2.自分の気持ちを家族の誰かに話すことができた

3.大変な時に家族の誰かが支えてくれたと感じた

4.自分を気にかけてくれる親以外の大人がいた

5.友達又は恋人に支えられていると感じた

6.家庭以外に居心地の良い居場所があった

n=18,760 回答対象：全員
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• 経済状況について、普通と回答した人の割合が48.9%であり、豊か/やや豊かと回答した人の割合が、貧しい
/やや貧しいと回答した人の割合よりも多かった。

基礎情報等
調査結果

Q12.あなたがおよそ15歳の頃の暮らし（経済的状況）は、この中のどれに当たるでしょうか。一般的な暮らしと比
べてお答えください。【15-20歳】
Q12.あなたがおよそ15歳の頃の暮らし（経済的状況）は、この中のどれに当たるでしょうか。当時の一般的な暮
らしと比べてお答えください。【21歳以上向け】

10.4

20.8

48.9

13.8

6.1

豊か

やや豊か

ふつう

やや貧しい

貧しい

n=18,760 回答対象：全員
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• 年代が下がるにつれ、自分が20歳の頃は「親が参考になった（親のようになりたいと思った）」という人の割合
が増えていた。

基礎情報等
調査結果

Q13. 親の姿はあなたが自身の将来なりたい姿を考えるうえでの参考になっていると思っていますか。 【15-20歳向け】
Q13. あなたが20歳の頃、親の姿はあなたが自身の将来なりたい姿を考えるうえでの参考になっていたと思っていましたか。【21歳
以上向け】

28.128.833.435.1
43.448.9

18.620.1
20.824.5

25.2
24.7

52.649.944.037.6
28.223.7

0.61.31.82.73.22.7

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60代50代40代30代20代10代

参考になった（親のようになりたいと思った） 参考になった（親のようになりたくないと思った）

親は参考にならなかった 親がいない・親とあったことがない

n=18,760 回答対象：全員
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• 将来について相談できる相手は親や友人などが中心となっている。
• 年代が下がるにつれ、20歳の頃の相談相手は親（特に母親）と回答した人の割合が増えている。

基礎情報等
調査結果

Q14.あなたの身近に将来について相談することができる人はいますか。 【15-20歳向け】
Q14.あなたが20歳の頃、将来について相談することができる人が身近にいましたか。 【21歳以上向け】

42 

65 

21 

7 

38 

21 

6 
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14 

35 

56 
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6 
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2 1 

24 26 

46 

14 

5 

32 

8 
2 1 
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23 
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5 
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1 1 
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33 
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5 
0 1 
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10代 20代 30代 40代 50代 60代

n=18,760 回答対象：全員
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社会の変化とライフデザインの必要性
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• 以下の「機会の必要性や価値観」について年代別の考えを確認した。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-1 お金や経済の仕組みなど社会の仕組みを知る機会の必要性を感じる
Q-2 地域の魅力や地域の産業について知り、地域の人と接する機会の必要性を感じる
Q-3 家族やこどもを持つことの実際を知る機会の必要性を感じる

Q-4 働き方に関する様々な制度（フレックスタイム制、在宅勤務制、育児・介護休業など）を理解し、自らの働
き方を考える機会の必要性を感じる

Q-5 様々な暮らし方（生活拠点を複数持つなど）の選択肢を知りたいと感じる
Q-6 人生の選択肢が増えて、自ら主体的に人生を設計しなければならないと感じる

Q-7 子育て支援サービス（保育所等や地域の子育て支援サービス、べビーシッターなど）を利用しやすくなってい
ると感じる

Q-8 仕事において、自らのキャリアの成長が重要であると感じる
Q-9 仕事のやりがいや社会的意義より、収入の多さの方が重要であると感じる

Q-10 仕事とプライベート（家族や趣味の時間）の両立できる環境が重要であると感じる

Q15.以下の機会の必要性や価値観について、ご自身の考えとして該当するものをお選びください【15～24歳】
Q16.以下の機会の必要性や価値観について、現在の若者とご自身の世代を比べた際の特徴として該当するも
のをお選びください。※各年代ご自身が20歳だった頃を振り返ってご回答ください。【25～69歳】
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• 当事者（15-24歳）の概ね69%が、社会の仕組みを知る機会の必要性を感じる/やや感じると回答。25
歳以上の総じて半数以上の人が、自分が20歳の頃と比べ、現在の若者にその必要性が高まっていると感じて
いる。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-1.お金や経済の仕組みなど社会の仕組みを知る機会の必要性を感じる【15～24歳】
Q-1.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、お金や経済の仕組みなど社会の仕組みを知る機会の必要性が
高いと感じる【25～69歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

37.4 

32.2 

22.5 

4.6 

3.3 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

22.8 22.8 22.7 22.8 21.0 

41.6 37.3 35.6 33.6 34.0 

30.5 33.6 35.4 34.0 31.5 

3.6 3.3 3.9 6.1 8.8 
1.5 3.0 2.5 3.5 4.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

60代50代40代30代20代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね48%が、地域の魅力等を知り、地域の人と接する機会の必要性を感じる/やや
感じると回答。25歳以上の総じて30%程度の人が、自分が20歳の頃に比べ、現在の若者にその必要性が高
まっていると感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-2.地域の魅力や地域の産業について知り、地域の人と接する機会の必要性を感じる【15～24歳】
Q-2.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、地域の魅力や地域の産業について知り、地域の人と接する機会の
必要性が高いと感じる【25～69歳】

16.1 

32.2 
32.2 

12.0 
7.5 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

6.5 7.5 9.1 8.7 9.4 

21.1 20.2 20.4 21.3 25.4 

50.0 51.5 49.9 46.8 41.7 

16.0 11.5 13.6 14.5 14.2 

6.3 9.3 7.0 8.8 9.4 

0.0
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60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

60代50代40代30代20代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16



26

• 当事者（15-24歳）の概ね58%が、家族やこどもを持つことの実際を知る機会の必要性を感じる/やや感じ
ると回答。25歳以上の総じて40%程度の人が、自分が20歳の頃と比べ、現在の若者にその必要性が高まっ
ていると感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-3.家族やこどもを持つことの実際を知る機会の必要性を感じる【15～24歳】
Q-3.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、家族やこどもを持つことの実際を知る機会の必要性を感じる【25
～69歳】

23.7 

33.5 

29.4 

7.1 
6.2 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

12.2 11.2 12.1 12.2 13.7 

30.8 
25.6 26.8 28.9 28.5 

45.1 
49.7 48.8 44.9 40.5 

8.9 8.3 7.9 8.4 11.2 

3.1 5.2 4.4 5.5 6.0 

0.0
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20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

60代50代40代30代20代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね66%が、働き方に関する様々な制度を理解し、自らの働き方を考える機会が
必要性を感じる/やや感じると回答。25歳以上は年代が上がるにつれ、自分の20歳の頃と比べ、現在の若者
にその必要性が高まっていると感じている割合が高くなっている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-4.働き方に関する様々な制度（フレックスタイム制、在宅勤務制、育児・介護休業など）を理解し、自らの
働き方を考える機会の必要性を感じる【15～24歳】
Q-4.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、働き方に関する様々な制度（フレックスタイム制、在宅勤務制、
育児・介護休業など）を理解し、自らの働き方を考える機会が必要性が高いと感じる【25～69歳】

30.3 

36.0 

25.7 

4.4 

3.6 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

29.6 30.0 26.2 25.1 22.5 

42.4 37.6 
36.9 35.1 33.8 

23.6 27.2 31.7 31.3 
31.8 

2.6 2.4 2.9 5.1 7.0 
1.9 2.8 2.3 3.4 4.9 

0.0
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80.0

90.0

100.0

60代50代40代30代20代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね60%が、様々な暮らし方の選択肢を知りたいと感じる/やや感じると回答。 25歳
以上の年代の総じて半数程度の人が、自分の20歳の頃と比べ、現在の若者は知りたいという志向が強まって
いると感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-5.様々な暮らし方（生活拠点を複数持つなど）の選択肢を知りたいと感じる【15～24歳】
Q-5.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、様々な暮らし方（生活拠点を複数持つなど）の選択肢を知りた
いという志向が強いと感じる【25～69歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

24.8 

34.8 

27.6 

7.5 

5.3 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない
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感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね68%が、人生の選択肢が増えて、自ら主体的に人生を設計しなければならな
いと感じる/やや感じると回答。 25歳以上の年代の総じて半数以上の人が、自分が20歳の頃と比べ、現在
の若者は主体的に人生を設計しなければならないと感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-6.人生の選択肢が増えて、自ら主体的に人生を設計しなければならないと感じる【15～24歳】
Q-6.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、人生の選択肢が増えて、自ら主体的に人生を設計しなければな
らないと感じる【25～69歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

30.8 

36.5 

24.2 

5.0 

3.4 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない
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Q15,16



30

• 当事者（15-24歳）の概ね39%が、子育て支援サービスを利用しやすくなっていると感じる/やや感じると回
答。 25歳以上は年代が上がるにつれ、自分の20歳の頃と比べ、現在の若者はサービスを利用しやすくなって
いると感じている割合が高くなっている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-7.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、子育て支援サービス（保育所等や地域の子育て支援サービス、
べビーシッターなど）を利用しやすくなっていると感じる【25～69歳】
Q-7.子育て支援サービス（保育所等や地域の子育て支援サービス、べビーシッターなど）を利用しやすくなって
いると感じる【15～24歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳
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29.4 

35.6 
38.5 

41.2 

2.1 2.6 5.0 7.7 
10.5 
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感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね59%が、仕事において、自らのキャリアの成長が重要であるという志向が強いと
感じると回答。25歳以上の年代の総じて40%の人が、自分が20歳の頃に比べ、現在の若者はその志向が
強まっていると感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-8.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、仕事において、自らのキャリアの成長が重要であるという志向が強
いと感じる【25～69歳】
Q-8.仕事において、自らのキャリアの成長が重要であるという志向が強いと感じる【15～24歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

22.7 

36.1 

28.8 

7.4 

4.9 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

15.0 13.9 12.3 11.3 11.8 

29.9 
25.3 23.8 25.1 28.4 

40.6 
41.1 43.8 41.4 37.9 

9.7 
12.4 12.8 14.4 15.0 

4.8 7.3 7.2 7.7 7.0 
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100.0

60代50代40代30代20代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね49%が、仕事のやりがいや社会的意義より、収入の多さの方が重要であると感
じると回答。 25歳以上の年代の総じて40％の人が、自分が20歳の頃に比べ、現代の若者はその志向が強
まっていると感じている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-9.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、仕事のやりがいや社会的意義より、収入の多さの方が重要であると
いう志向が強いと感じる【25～69歳】
Q-9.仕事のやりがいや社会的意義より、収入の多さの方が重要であるという志向が強いと感じる【15～24歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

17.9 

31.3 35.2 

10.5 
5.1 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

13.4 14.1 13.0 13.7 15.1 

30.4 24.4 25.0 26.6 29.8 

44.5 
45.9 45.3 42.4 37.3 

7.8 9.8 11.2 11.7 12.2 

4.1 5.8 5.5 5.5 5.6 
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感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

Q15,16
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• 当事者（15-24歳）の概ね70%が、両立できる環境が重要であるという志向が強いと感じる/やや感じると
回答。25歳以上は年代が上がるにつれ、自分が20歳の頃に比べ、現在の若者はその志向が強まっていると
感じている割合が高くなっている。

社会の変化の実態
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q-10.私が20歳だった頃よりも現在の若者は、仕事とプライベート（家族や趣味の時間）の両立できる環境が重
要であるという志向が強いと感じる【25～69歳】
Q-10.仕事とプライベート（家族や趣味の時間）の両立できる環境が重要であるという志向が強いと感じる【15
～24歳】

25～69歳の年代別回答当事者（15～24歳）の回答

n=3,892 回答対象：年齢15～24歳 n=15,012 回答対象：年齢25～69歳

39.5 

30.1 

22.0 

4.7 

3.7 

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

30.2 32.0 29.9 27.8 23.8 

38.2 32.9 32.0 32.5 
29.9 

26.0 29.0 32.1 31.5 
33.9 

3.6 3.1 3.4 4.8 8.0 
2.0 3.1 2.6 3.4 4.4 
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Q15,16
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• いずれの年代でも40%以上の人が「ライフデザインを考える機会がある社会」に対して、その必要性が高いと感
じると回答。また、若い年代ほど自身のライフデザインを考える機会が必要だと考えている。

ライフデザインの必要性
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q17.学び方・働き方・暮らし方等に関する実態や
情報を知り、「ライフデザインを考える機会がある社
会」に対する必要性が高いと思いますか。

Q18.あなた自身は、学び方・働き方・暮らし方等
に関する実態や情報を知り、ライフデザインを考え
る機会が欲しいですか。

48.944.446.147.152.156.7

44.847.642.937.932.8
34.2

6.38.011.015.015.29.1
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100%

60代50代40代30代20代10代

必要性が高いと感じる どちらともいえない 必要性が高いとは感じない

17.2
26.1

33.635.639.643.7

39.3

40.4
37.534.032.4

34.9

38.8
28.924.123.920.0

16.1
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欲しいと感じる どちらとも
いえない

特にほしくない 既に客観的な情報収集や
ライフデザインを行っているn=18,760 回答対象：全員
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• いずれは結婚したいと考えている/考えていたの人の割合が多く、20代以降、年代が上がるにつれ、結婚するつ
もりはないと考えている/考えていた人の割合は減っている。

希望のライフコース
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q19. あなたの結婚に対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。 【15-20歳】
Q19. あなたが20歳の頃の結婚に対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。【21歳以上】

25.629.829.028.829.731.7

64.154.351.149.848.1
51.6

4.6
6.3

7.37.65.91.0

5.79.712.613.816.315.7
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60%

70%

80%

90%

100%

60代50代40代30代20代10代
特に考えていない/いなかった いずれは結婚したいと考えている/考えていた
すでに結婚している/結婚していた 結婚するつもりはないと考えている/考えていた

n=18,760 回答対象：全員
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• いずれこどもを持ちたいと考えてる/考えていた人の割合が多く、年代が下がるにつれ、こどもを持つつもりはない
と考えている/考えていた人の割合が増えている。

希望のライフコース
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q20.あなたのこどもに対する考えはつぎのうちどれに当てはまりますか。 【15-20歳】
Q20.あなたが20歳の頃のこどもに対する考えは次のうちどれに当てはまりますか。 【21歳以上】

36.436.333.532.534.136.1

53.9
47.146.646.542.843.2

2.6
4.85.34.94.00.8

7.111.814.716.119.019.9
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10%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

60代50代40代30代20代10代
特に考えていない/いなかった いずれはこどもを持ちたいと考えている/考えていた
既にこどもを持っている/持っていた こどもを持つつもりはないと考えている/考えていた

n=18,760 回答対象：全員
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60代（1,384）50代（1,293）40代（1,276）30代（2,574）20代（2,315）10代（675）

こどもを持つことが普通であると考えていたから こどもがかわいいと思ったから こどもを育てたいと思っていたから こどもを持つことで幸せになれると思ったから

両親や親族等周囲に期待されたから パートナーが望んだから 生きていくうえで必要と感じたから（老後の不安含む） 夫婦のきずなを強めたかったから

人として成長したかったから 予定していなかったが、授かったため 特に理由はない その他

• 「こどもを持つことが普通であると考えていたから」と回答した人の割合は、年代が下がるにつれ、少なくなってい
る。

希望のライフコース
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q21.こどもを持ちたいと考えているまたは持とうと考えた理由として該当するものをお選びください。

n=9,517 回答対象：こどもに対する考え方「いずれはこどもを持ちたいと考えている/考えていた」「既にこどもを持っている/持っていた」と回答



38

• 特にないを除くと、いずれの年代でも、金銭的・経済的な余裕を挙げている人の割合が高い。
• 自分の趣味等の自由な時間を挙げている人の割合は、年代が下がるにつれ高くなっている。

希望のライフコース
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q22.以下の環境変化のうち、どの変化が生じればこどもを持ちたいと思えるようになるか、該当するも
のをすべてと最も当てはまるものをお選びください。

n=2,927 回答対象：こどもに対する考え方「こどもを持つつもりはないと考えている/考えていた」と回答
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60代（186）50代（295）40代（379）30代（824）20代（928）10代（315）

自分の趣味等に割く自由な時間を十分にとれるようになる 金銭的・経済的に余裕を持てるようになる こどもを持つことでの住宅や居住地域の制限がなくなる
家族を養うことやこどもを育てることへの周囲のサポートがある 子育てをしながら、仕事に集中できる環境が整う 身体的・体力的な懸念が解消される
特にない その他
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49.853.652.3
43.1

31.634.8

12.110.011.7

10.8

9.27.0

6.89.013.9
27.6

39.4
44.9

14.9
16.9

12.610.812.0
7.7 13.6

8.28.25.96.43.6 2.72.21.31.71.41.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

60代（1,384）50代（1,293）40代（1,276）30代（2,574）20代（2,315）10代（675）
特に考えていない/いなかった 育児休業を取らず仕事を続けると考えている/考えていた
育児休業を取って仕事を続けると考えている/考えていた 退職して子育てが落ち着いたら再就職すると考えている/考えていた
退職して再就職しないと考えている/考えていた その他

• 育児休業を取得し、仕事を続けると考えている/考えていたの割合は、年代が下がるにつれ増えている。

希望のライフコース
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q23. あなたのこどもを持った後の希望する働き方は次のうちどれに当てはまりますか。 【15-20歳】
Q23. あなたが20歳の頃、こどもを持った後の希望する働き方は次のうちどれに当てはまりましたか。
【21歳以上】

n=9,517 回答対象：こどもに対する考え方「いずれはこどもを持ちたいと考えている/考えていた」「既にこどもを持っている/持っていた」と回答
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• こどもを持つことと幸福度の関係についての考えは、年代によって大きな差は見られなかった。

こどもを持つことと幸福度
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q24. あなたはこどもを持つことで幸せになれると感じますか。 【15-20歳】
Q24. あなたが20歳の頃、あなたはこどもを持つことで幸せになれると感じていましたか。【21歳以上】

32.429.128.325.922.8
28.6

21.1
20.520.023.925.6

25.4

36.2
35.334.431.028.7

29.4

2.4
3.34.65.47.8
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60代50代40代30代20代10代

幸せになれると感じる/感じていた やや幸せになれると感じる/感じていた
どちらともいえない やや幸せになれると感じない/感じていなかった
幸せになれると感じない/感じていなかった

n=18,760 回答対象：全員
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• 年代が下がるにつれ、「趣味に興じること」が重要であると回答した割合が増え、「仕事の集中すること」が重要
と回答した割合は減っている。

重要なライフイベント
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q25. あなたが最も重要と考えるライフイベント等をお選びください。 【15-20歳】
Q25. あなたが20歳の頃、最も重要と考えていたライフイベント等をお選びください。【21歳以上】

20.415.717.317.817.713.8

21.3
20.118.116.113.8

7.4

15.0
19.017.515.516.7

18.9

9.9
8.39.2

10.310.5

8.5

3.7
3.74.34.14.2

2.9

11.6
10.410.111.013.1

22.8

15.120.521.523.723.225.0

2.92.32.11.50.60.8
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60代50代40代30代20代10代

勉強その他自己研鑽をすること 仕事に集中すること パートナー等の大切な人と過ごすこと
結婚すること こどもを持ち、育てること 健康であること
趣味に興じること その他：

n=18,760 回答対象：全員
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• 自分の世代は、結婚/婚活しやすい環境だと感じる/やや感じる人の割合は、年代が下がるにつれ増えている。

結婚/妊娠/子育て環境の変化
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q26-1.自分の世代が結婚/婚活（結婚するための活動全般）を支援する制度・サービスがあり、
結婚/婚活しやすい環境だと感じる。

6.36.86.98.59.413.1

21.120.924.727.328.1
27.0

46.047.243.6
41.738.2
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60代50代40代30代20代10代

感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

n=18,760 回答対象：全員
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• 自分の世代は、妊娠/妊活しやすい環境だと感じる/やや感じる人の割合は、10代を除き、年代が下がるにつ
れ増えている。

結婚/妊娠/子育て環境の変化
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q26-2.自分の世代が妊娠/妊活（妊娠を望む男女がこどもを持つために行う、妊娠しやすい体づく
りのための活動全般）を支援する制度・サービスがあり、妊娠/妊活しやすい環境だと感じる

n=18,149 回答対象：年齢18～69歳
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感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない
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• 自分の世代は、子育てしやすい環境だと感じる/やや感じる人が年代が下がるにつれ増えている。

結婚/妊娠/子育て環境の変化
調査結果①社会の変化とライフデザインの必要性

Q26-3.自分の世代が子育てをすることを支援する制度・サービスがあり、子育てしやすい環境だと感
じる。

8.18.18.58.49.313.1

20.122.525.325.924.9
26.7

41.2
44.1

43.942.939.9
38.4

17.012.311.812.413.4
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感じる やや感じる どちらともいえない やや感じない 感じない

n=18,760 回答対象：全員
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ライフデザインの経験等
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• 関連するライフイベントが近い時期に、関係する項目のライフデザインが行われていた。
• どの項目についてもライフデザインを行わなかった人がいずれの年代においても25%以上存在していた。

ライフデザインの経験
調査結果②ライフデザインの経験等

Q27.あなたは、将来のライフイベント（進学、就職、結婚・育児、住宅の確保、資産の形成、老
後など）について、自分の価値観に基づいた選択ができるように、自分の考え方や将来の見通しを
整理したことがありますか。そのようなライフデザインの経験がある場合、その時期に考えた項目を選
択してください。

n=18,760   回答対象：各対象年齢を経ている人
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15歳以前 18,904 30.9 9.3 4.7 2.7 3.2 2.5 1.3 9.3 1.6 0.8 54.1
15歳から18歳 18,904 35.9 16.3 5.2 3.0 2.9 2.6 1.3 11.1 2.1 0.9 44.2
19歳から24歳 17,798 15.6 44.8 17.8 6.6 6.3 4.8 1.7 15.8 5.3 1.4 32.5
25歳から29歳 15,012 4.9 38.7 27.9 14.1 16.9 9.1 1.9 15.8 9.0 2.1 29.5
30歳から34歳 12,512 3.8 35.8 16.0 13.0 30.2 13.5 2.5 16.1 13.6 3.8 28.0
35歳から39歳 10,012 3.4 35.9 8.3 7.3 33.4 12.6 3.4 17.4 16.9 5.9 27.5
40歳以降 7,512 3.9 36.5 4.1 2.4 26.8 13.3 8.2 21.4 25.3 15.7 25.5

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%

15歳以前
15歳から18歳
19歳から24歳
25歳から29歳
30歳から34歳
35歳から39歳
40歳以降
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• ライフデザインを行わなかった理由としては、「そもそも考えがなかった」や「きっかけがなかった」が多くの割合を占
めていた。

ライフライフデザインをしたことがない理由
調査結果②ライフデザインの経験等

Q28.ライフデザインを行ったことがない理由として該当するものをすべてお選びください。

30.2
21.3

9.8
6.4

10.7
17.9

6.0
34.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

きっかけがなかったから
自分が何をしたいか分からないから

参考になる人（こういう生き方をしたい）がいなかったから
雇用が不安定で将来が見通しが立てられないから

経済的な不安から現在の生活を維持するのだけで精一杯だから
ライフデザインの立て方がわからないから

人生の選択肢が多すぎて決められないから
そもそもライフデザインを行うという考えがなかったから

その他

n=4,588 回答対象：すべての時期においてライフデザインを行ったことがない人

ライフデザインの
経験なし
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• ライフイベントのタイミングはもちろん、身近の人との会話や所属組織による授業/研修がライフデザインのきっか
けとなっていた。

ライフデザインのきっかけ
調査結果②ライフデザインの経験等

Q29.あなたが初めてライフデザインをしたきっかけとして当てはまるものをお答えください。

回答対象：各対象年齢時にライフデザインを行った人

ｎ

学
校
の
授
業
（
家
庭
科

等
）

友
人
・
知
人
・
先
輩
と
の

会
話

両
親
や
親
族
と
の
会
話

職
場
の
研
修

職
場
の
同
僚
・
先
輩
・
上

司
と
の
会
話

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
外

部
の
専
門
家
と
の
面
談
や

専
門
家
に
よ
る
研
修
受
講

S
N
S
等
の
メ
デ
ィ
ア
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
・
著

名
人
等
の
発
信

S
N
S
等
の
メ
デ
ィ
ア
で

自
分
と
近
し
い
人
の
発
信

書
籍
、
ド
ラ
マ
、
映
画
、

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
等
の
架

空
の
物
語

中
学
卒
業
後
の
進
路
を
考

え
る
際

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
考

え
る
際

大
学
卒
業
後
の
進
路
を
考

え
る
際

そ
の
他
教
育
機
関
を
卒
業

後
の
進
路
を
考
え
る
際

浪
人
・
中
退
・
留
年
を
経

験
し
た
際

離
職
・
転
職
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
際

異
動
や
転
勤
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
際

引
っ
越
し
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
際

結
婚
す
る
際

こ
ど
も
を
持
と
う
と
思
っ

た
と
き
・
こ
ど
も
を
授

か
っ
た
と
き

離
婚
す
る
際

特
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

15歳以前 8,935 32.3 27.3 22.1 3.6 3.6 4.0 4.3 3.2 5.9 25.5 9.3 3.9 1.4 0.9 0.9 0.6 0.9 1.1 0.7 0.6 18.0 0.4
15歳から18歳 10,730 27.6 31.2 22.9 3.3 3.7 3.0 3.1 2.2 4.4 7.6 34.1 7.4 2.0 1.9 1.0 1.0 1.5 0.9 0.9 0.5 17.5 0.3
19歳から24歳 11,873 10.9 31.6 20.0 10.9 17.9 2.8 3.3 2.4 3.6 1.3 4.7 22.2 4.3 3.0 6.5 1.8 3.9 7.7 3.6 0.5 19.2 0.4
25歳から29歳 10,402 1.7 25.6 16.3 11.1 23.0 3.0 2.6 2.0 3.4 0.7 1.0 1.6 1.5 1.0 11.5 4.1 6.3 18.2 12.4 1.6 22.4 0.7
30歳から34歳 8,890 0.9 23.3 16.3 8.8 19.6 3.4 2.9 2.2 3.0 0.7 0.5 0.8 1.0 0.6 9.2 4.4 7.9 9.6 15.9 2.0 26.9 0.8
35歳から39歳 7,193 1.1 21.4 15.8 8.1 18.5 3.0 2.9 1.9 2.9 0.5 0.7 0.5 0.7 0.4 7.8 4.1 6.7 4.9 10.2 1.7 34.0 1.0
40歳以降 5,600 0.8 21.4 16.6 7.4 17.7 3.3 3.3 2.1 2.4 0.4 0.5 0.4 0.6 0.4 8.1 4.3 5.7 2.4 4.7 2.4 38.2 1.8

0%

10%

20%

30%

40%
15歳以前

15歳から18歳

19歳から24歳

25歳から29歳

30歳から34歳

35歳から39歳

40歳以降

ライフデザインの
経験あり
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• ライフデザインを行った人のうち半分以上は、具体的な計画策定を行っていなかった。

具体的な計画の策定
調査結果②ライフデザインの経験等

Q30.あなたは、初めてライフデザインを行って以降、目標の実現に向けた具体的な計画を立てたうえ
で見直し等を行っていますか。

21.6

25.0

53.2

0.2
具体的な計画を立てたうえで必要に
応じて見直しを行っている

具体的な計画は立てたが見直しは
行っていない

具体的な計画・目標は立てていない

その他

n=14,316 回答対象：ライフデザインを行ったことがある人

ライフデザインの
経験あり



50

• 「ほぼ計画通り/少しは計画通りとなっている」、「どちらともいえない」、「あまり計画通りになっていない/全く計画
通りになっていない」はそれぞれ30-40%となっていた。

ライフデザインの実現に関する実態
調査結果②ライフデザインの経験等

Q31.あなたの人生は、総じてライフデザインを通じて作成したライフプランの計画通りとなっていますか。

6.0

23.6

36.0

21.2

13.1
ほぼ計画通りである

少しは計画通りになっている

どちらともいえない

あまり計画通りになっていない

全く計画通りになっていない

n=14,316 回答対象：ライフデザインを行ったことがある人

ライフデザインの
経験あり
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• 就職先や収入・貯金に関すること、結婚、こども等家族形成に関して、計画通りとなっている層が30-40%と
他項目に比べ比較的高くなっていた。

ライフデザインの実現に関する実態
調査結果②ライフデザインの経験等

Q32.次のどの点についてライフデザインを通じて計画した通りとなっていますか。

28.2
39.6

43.8
42.9

36.8
29.0
29.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

進学先をどこにするか
就職先・転職先をどこにするか

いくら収入を得るか、いくら貯金するか
結婚するか、独身でいるか
こどもを持つか、持たないか

どこに住むか
家を買うか、買わないか

その他

n=4,520 回答対象：ライフデザイン計画において「ほぼ計画通りである」「少しは計画通りになっている」と回答

ライフデザインの
経験あり
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• 計画通りにならなかった理由として「どのように実現に向けた努力をすればよいか分からなかった」が最も多く、
「必要な情報を知らなかった/認識していなかった」「まだ先だと思い、行動しなかった」がその次となっていた。

ライフデザインを実現できなかった理由
調査結果②ライフデザインの経験等

Q33.あなたは、計画通りにならなかった理由として当てはまるものをお選びください。

35.7
28.3

17.5
28.3

9.5
14.8

24.8
7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どのように実現に向けた努力をすればよいか分からなかった
必要な情報を知らなかった/認識していなかった

参考となる人が身近にいなかった
まだ先だと思い、行動しなかった

周囲の目が気になり、行動できなかった
家族等の支援等を優先し、時間が割けなかった

仕事が忙しくて時間が割けなかった
その他

n=4,799 回答対象：ライフデザイン計画において「あまり計画通りになっていない」「全く計画通りになっていない」と回答

ライフデザインの
経験あり
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• 「ライフデザインの経験がある層」は幸福度が高い水準となっていた。初めて行ったライフデザインが「計画通りと
ならなかった層」の幸福度は、「経験なし層」より若干高く、「経験あり層」より若干低い。

ライフデザインと幸福度の関係
調査結果②ライフデザインの経験等

Q34.現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10 点として、いずれ
か１つだけ選んでください。

n=18,760 回答対象：全員
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ライフデザインの見直しと幸福度の関係
調査結果②ライフデザインの経験等

• 「目標の実現に向け具体的な計画を立てたうえで必要に応じて見直しを行っている人」は、見直しを行ってな
い、具体的な計画・目標を立てていない人と比べ、幸福度が高くなっていた。

Q.現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10 点として、いずれか
１つだけ選んでください。

＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

n=18,760 回答対象：全員

0
　
と
て
も
不
幸

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0
と
て
も
幸
せ

加
重
平
均
（
点
）

(0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10)
2.9 1.8 3.8 5.5 6.2 19.9 12.2 16.3 16.9 6.0 8.6 6.13

具体的な計画を立てたうえで
必要に応じて見直しを行ってい
る

1.5 0.8 1.9 2.7 3.6 11.9 9.5 17.3 23.5 10.4 16.8 7.15

具体的な計画は立てたが見直
しは行っていない 1.4 1.2 3.0 4.7 7.4 17.6 14.0 19.0 18.1 6.2 7.5 6.31

具体的な計画・目標は立てて
いない 2.4 2.1 4.4 6.6 6.5 18.7 12.8 17.1 17.6 5.6 6.2 6.00

全体
Q30 あなたは、初
めてライフデザインを
行って以降、目標の
実現に向けた具体
的な計画を立てたう
えで見直し等を行っ
ていますか。

 

ライフデザインの
経験あり
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• ライフデザインを行ったことで40%程度の人が、より納得感のある人生を歩んできていると感じていた。

ライフデザインの必要性
調査結果②ライフデザインの経験等

Q35.あなたはライフデザインを行ったことで、より納得感のある人生や幸せな人生を歩んでこられていると感じますか。

8.5

30.6

40.7

13.9
6.3 そう感じる

少しはそう感じる

どちらともいえない

あまり感じない

感じない

n=14,316 回答対象：ライフデザインを行ったことがある人

ライフデザインの
経験あり
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ライフデザイン支援のニーズ
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• ライフデザイン支援を受けたい/やや支援を受けたい人は38.9%、やや支援を受けたくない/受けたくない人は
24.7%であった。

ライフデザイン支援のニーズ
調査結果③ライフデザイン支援のニーズ

Q36.あなたは周囲からライフデザインを行うための支援（ライフデザイン支援）をうけたいと思いますか。
Q37.あなたが周囲からライフデザイン支援をしてもらいたいと思う理由はなんですか。
Q38.あなたがライフデザイン支援をしてもらいたくない、またはどちらともいえない理由はなんですか。

n=6,936
回答対象：ライフデザインを行うための支援を
「どちらともいえない」
「やや支援してもらいたいとは思わない」
「支援してもらいたいとは思わない」と回答

11.3

27.6

36.4

11.2

13.5

支援してもらいたいと思う
やや支援してもらいたいと思う
どちらともいえない
やや支援してもらいたいとは思わない
支援してもらいたいとは思わない

n=4,429
回答対象：ライフデザインを行うための支援を
「支援してもらいたいと思う」
「やや支援してもらいたいと思う」と回答

n=11,392 回答対象：年齢15～39歳

Q38.支援してもらいたくない/
どちらともいえない理由

ライフデザインを行うメリットや必要性が
よく分からないから 32.2%

他人に自分のライフデザインの内容を知
られたくないから 28.6%

支援がなくても自分でライフデザイン行う
ことができるから 27.1%

他人に自分のライフについて話しても、
理解してもらうことはできないから 26.6%

その他 1.9%

Q37.支援してもらいたい理由
ライフデザインを行う基本的な知識がない
から（ライフ、キャリア、ファイナンスの基礎
情報を知らない）

38.8%

選択肢が多すぎて自分で決めるのが難
しいから 38.8%

ライフデザインを行いたいと思っても、やり
方がよく分からないから 38.4%

普段の生活ではライフデザインを行うきっ
かけがないから 34.4%

その他 0.6%
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• 暮らし方や職業・職種は学生期に、働き方や仕事とプライベートの両立は学生期から社会人1-5年目の頃に、
結婚、出産、育児等に関する情報はライフイベントが近づいたタイミングで提供されることを望む人が多かった。

• 資産形成ついてはどのタイミングでも情報提供されることを望む人が多かった。

求められる情報
調査結果③ライフデザイン支援のニーズ

Q39.それぞれの時期で、ライフデザイン支援を通じてどのような情報が提供されることが望ましいです
か。あてはまるものを全て選んでください。

暮
ら
し
方
（
生
活
の
仕
方
や
都
市

部
・
地
方
部
等
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
）

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

出
会
い
・
結
婚

妊
活
・
妊
娠
・
出
産

育
児

家
事

介
護

住
居
・
地
域

多
様
な
職
業
・
職
種

働
き
方
の
多
様
性
（
兼
業
・
副
業
・

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
）

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
の
制

度
や
実
態

リ
ス
キ
リ
ン
グ
・
学
び
直
し

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

資
産
形
成
・
資
産
運
用

公
的
な
経
済
支
援
・
税
制
・
制
度

そ
の
他

こ
の
頃
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
は

必
要
な
い

中・高学生の頃 34.1 35.0 14.5 11.8 8.9 10.6 4.4 7.8 34.9 29.8 23.2 9.3 11.4 20.1 28.5 21.7 0.2 27.1
大学・短大・専門学校生等の頃 29.9 23.3 22.4 14.7 11.7 11.9 6.2 10.3 34.0 32.6 29.6 13.2 16.6 23.3 31.4 22.6 0.2 10.3
社会人1-5年目の頃 25.0 22.3 24.9 18.9 14.7 14.5 7.4 10.1 23.5 27.8 29.4 16.8 17.2 24.5 32.5 23.1 0.2 9.4
社会人6-10年目の頃 19.3 18.7 19.7 18.9 18.1 14.8 9.4 10.3 18.1 21.8 23.9 16.2 14.3 22.4 29.5 20.1 0.2 9.7

n=11,392 回答対象：年齢15～39歳

0%

10%

20%

30%

40%

50%

中・高学生の頃

大学・短大・専門学校生等の頃

社会人1-5年目の頃

社会人6-10年目の頃
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• 中・高校生や大学生等の頃は家族・親族、友人・知人、学校の先生が多くなっており、社会人期は職場の周
囲の方々が相談に乗ってもらえると望ましいという人が多かった。

望まれる相談相手
調査結果③ライフデザイン支援のニーズ

Q40.それぞれの時期で、ライフデザイン支援として誰に相談に乗ってもらえることが望ましいですか。あ
てはまるものを全て選んでください。

親
・
家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

学
校
や
地
域
の
先
輩

学
校
の
先
生

大
学
等
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
・
就
職
支
援
課
等

大
学
等
の
教
授
・
教
員
等
（
ゼ

ミ
・
研
究
室
）

職
場
の
先
輩
・
同
僚

職
場
の
上
司

職
場
の
人
事
担
当
者

同
じ
地
域
に
住
む
大
人

普
段
接
点
を
持
つ
こ
と
の
で
き

な
い
大
人

専
門
家

公
的
機
関
の
窓
口

A
I
・
人
工
知
能

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
関
わ
っ
た
人

そ
の
他

こ
の
頃
は
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支

援
は
必
要
な
い

中・高学生の頃 43.2 26.4 14.2 32.5 7.1 5.0 3.9 3.8 2.7 3.6 6.2 9.5 4.3 4.0 1.9 0.2 27.8
大学・短大・専門学校生等の頃 32.2 28.0 14.4 20.0 22.1 16.6 4.5 3.7 2.6 2.9 7.2 11.2 6.1 4.5 2.2 0.1 9.9
社会人1-5年目の頃 25.6 23.0 5.5 3.6 3.4 3.1 22.8 20.2 10.9 3.5 6.8 15.4 9.1 5.2 2.6 0.2 9.8
社会人6-10年目の頃 20.6 19.4 4.4 3.3 3.0 2.8 18.5 17.3 9.6 3.7 6.5 15.4 9.2 5.1 2.3 0.2 9.7

n=11,392 回答対象：年齢15～39歳
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10%

20%

30%

40%

50%
中・高学生の頃

大学・短大・専門学校生等の頃

社会人1-5年目の頃

社会人6-10年目の頃
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• OB/OG訪問マニュアル等の整備は比較的他の項目と比べ低い傾向にあるが、他の項目は50%程度の人が
支援環境としてあった方が良い/ややあった方が良いと感じると回答した。

求められる情報
調査結果③ライフデザイン支援のニーズ

Q41.大学生・専門学校等の頃、以下のようなライフデザイン支援の環境がある方が/あった方が良
いと考えるかどうかお聞かせください。

あった方が良いと感じる

17.7

16.8

14.7

16.8

16.9

16.9

17.3

18.3

16.8

ややあった方が良いと感じる

32.4

31.2

28.1

30.8

31.6

32.2

31.7

32.2

32.4

どちらともいえない

37.9

39.5

42.3

39.4

38.4

39.1

38.7

37.5

38.6

ややない方が良いと感じる

7.5

7.9

9.4

8.1

8.2

6.9

7.3

7.3

7.5

ない方が良いと感じる

4.5

4.6

5.5

4.9

5.0

4.9

5.0

4.6

4.7

1.就職・キャリア相談や学内イベント等での、ライフに関する情報の提供

2.大学から提供される就職活動マニュアル等のコンテンツ内での、
ライフとキャリアを併せて考える重要性のPR

3.OB/OG訪問時に、可能な範囲でライフについても伺うような
OB/OG訪問マニュアルの整備

4.就活サイトでの、ライフとキャリアを併せて考える重要性のPR

5.就活サイトでの、ライフイベントについての情報提供

6.ライフデザインに係るプログラムやツールの提供

7.一般教養の科目の講義等において、ライフとキャリアに関する情報の提供

8.就職・キャリア相談時（面談等）に、ライフについても話すことができる仕掛け

9.ライフイベントを支援する各種制度等の案内の構内への掲示・掲載

n=11,392 回答対象：年齢15～39歳
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• 社会人期においても、総じて50%程度の人が支援環境があった方が良い/ややあった方が良いと感じると回答
した。

求められる情報
調査結果③ライフデザイン支援のニーズ

Q42.社会人になってから、以下のようなライフデザイン支援の環境があった方が良いと考えるかどうか
お聞かせください。

あった方が良いと感じる

17.4

18.6

22.1

17.0

23.3

21.0

21.6

16.6

16.6

ややあった方が良いと感じる

30.7

30.9

28.7

31.5

30.1

31.3

30.1

31.4

31.3

どちらともいえない

39.5

37.9

36.8

39.3

35.0

36.4

36.2

39.5

39.6

ややない方が良いと感じる

8.0

8.0

7.8

7.8

7.4

7.1

7.7

8.0

7.9

ない方が良いと感じる

4.4

4.7

4.5

4.4

4.2

4.4

4.4

4.5

4.7

1.必要性・重要性の認識共有/トップメッセージ（価値観の共有）とトップ自らの行動

2.多様なロールモデル（参考となる人）の見える化・周知

3.妨げとなる暗黙のルールや空気感の明確化と解消

4.ライフデザインに係るプログラムやツールの提供（社内外研修・イベント、e-ラーニング、等）

5.多様な生き方・働き方を支援する制度の整備

6.気兼ねなく業務調整が出来る等、ライフイベントに係る業務サポート

7.ライフイベントに係る経済的な支援の整備

8.各種取組をライフデザイン支援として統合して発信することによる周知・認知度向上

9.面談や日常のコミュニケーションで、特に当事者発信でライフデザインについて話せる仕掛け

n=11,392 回答対象：年齢15～39歳
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